
図 1 加子母での居住意向の比較
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図 3 岩野屋外観

図 2 2024 年度に加子母で活動に
参加した団体
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図 5 加子母の空き家分布
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図 6 空き家の賃貸・売却
の可否
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図 4 研究の流れ
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図 7 空き家活用へのヒアリング調査
表 1 空き家活用へのヒアリング調査での意見まとめ
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図 11 基礎制作

図 12 土台制作

図 13 窯制作
図 15 地域づくり交流会 参加者の年齢と職業

表 2  地域づくり交流会の効果に対する意見

表 3  次回開催に希望するイベント

図 14 地域づくり交流会

図 16 分科会への所属有無
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【注釈】


